
各競技の施設基準 
 

１ 陸上競技場に係る施設基準 

競技種⽬ 国体基準 競技基準【参考】 陸上競技場の現状 

陸上 

・⽇本陸上競技連盟公認の 
１種競技場１ 

・1 周 400ｍのサブトラック 1、 
投てき練習場 1 
 
 
 
 

【第 1 種陸上競技場公認基準】 
・レーン数：400ｍ×8 レーン⼜は 9 レーン 全天候舗装 
・⼊場可能数：15,000 ⼈以上（芝⽣席を含む） 
 ※少なくともメインスタンドは 7,000 ⼈程度で屋根付き 
・補助競技場：第 3 種公認陸上競技場 
・平均照度：1m220 の⾼さで平均照度 1,000 ルクス程度、 

フィニッシュラインは 1,500 ルクス以上を確保 
・⾬天練習場：必要 

・レーン数： 
 400ｍ×8 レーン 
・⼊場可能数： 
 17,000 ⼈ 
・観客席数： 
 14,400 席 
・補助競技場： 
 公認なし 
・⾬天練習場： 
 なし 
・夜間照明： 
 ４基（平均 1,500 ﾙｸｽ） 
・⼤型映像装置： 

1 台（横 12.8ｍ× 
縦 7.68ｍ） 

・屋根： 
 観客席の⼀部のみ 
・諸室： 
 役員室、男⼥更⾐室、 

放送室、写真判定室、 
トレーニング室等 

サッカー 

・規定の（68ｍ×105ｍ）競技場 
芝⽣７⾯以上 

・2 会場地以上に分かれてもよい 
原則、天然芝とするが、全 3 ⾯ 
まで JFA 公認⼈⼯芝ピッチの 
使⽤を可能とする 
 
 
 
 

【Ｊリーグスタジアム検査要項】 
・⼊場可能数：15,000 ⼈以上（Ｊ１） 
・観客席数：椅⼦席で 10,000 席以上 
・平均照度：1,500 ルクス以上 
・屋根：原則としてすべての観客席を覆う 
・トイレ：洋式 5 台／1,000 ⼈、⼩便器 8 台／男性 1,000 ⼈ 
・諸室：ドーピングコントロール室、運営本部室、記録室、 
    場内放送室、⼤型映像操作室、警察・消防指令室、 
    医務室、記者室、カメラマン室、記者会⾒室、 
    ミックスゾーン、実況放送室等 

参考資料 



２ 体育館に係る施設基準 

競技種⽬ 国体基準 競技基準【参考】 総合体育館の現状 

バレー 
ボール 

・規定の屋内コート 8 ⾯ 
・2 会場地以上に分かれてもよい 
・体育館の天井の⾼さは 10ｍ以上

が望ましいが、7m 以上あれば 
よい 
 
 
 
 
 
 

【Ｖリーグ⼤会運営マニュアル】 
・⼊場可能数：3,500 名以上（特設席を含む） 
・フロアの広さ：25ｍ×50ｍ 
・プレイングエリア：34ｍ×19ｍ 
・天井⾼さ：12.5ｍ以上 
・照度：1,500 ルクス以上 
・室温：15℃〜25℃ 
・諸室：選⼿控室（4 室）、チアリーダー更⾐室（1-2 室）、 
    プレワーキングルーム、インタビュールーム、 
    技術統計記録室、審判更⾐室、本部役員控室、 
    開催地役員控室 

・⼤競技場コート数： 
バレーボール 3 ⾯ 
バスケット２⾯ 

・フロアの広さ： 
 38ｍ×48ｍ 
・観客席数： 
 2,118 席 
（固定 1,350 席） 
・天井⾼さ：13.5ｍ 
・照度：1,800 ルクス 
・諸室： 
 研修室、男⼥更⾐室、 
 医務室、授乳室、 
 トレーニング室 
・その他競技場： 
 ⼩競技場、柔道場、 
 剣道場、⼸道場、 
 相撲場、体操場 
 
 
 
 

バスケット
ボール 

・規定の屋内コート 10 ⾯ 
・近接であれば、2 会場地以上に 

分かれてもよい 
 
 
 
 
 

 
 

【Ｂリーグホームアリーナ検査要項】 
・⼊場可能数：5,000 席以上（Ｂ１）※仮設席、⽴⾒席を含む 
・プレイングエリア：32ｍ×19ｍ 
・平均照度：1,400 ルクス以上 
・空調：必要 
・⼤型映像装置：必要 
・トイレ：⼊場可能数に対して 2％の⼈が同時に利⽤可能な規模 
・諸室：運営本部室、運営スタッフ控室、警備員控室、貴賓室、

記者会⾒室、ミックスゾーン、テレビ中継スタッフ控室
    場内放送室、⼤型映像操作室、医務室等 

 


